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リフレッシャー教育システム「炭やき広場」の概要と利用事例
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　開催日時は 11 月 10 日（土）の 10:30 ～ 14:30 とした．
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を社会に発信していくことには大きな意義があるとい
える．参加者の一人から出された「バイオマスの活用
法について，大学が道を拓いていってほしい」という
意見（表 2）は，まさにそうした社会的要請を代弁し
たものといえる．
　では，そうした要請には具体的にどのように応えて
いったらよいだろうか．2012 年度に実施した一般市
民向けの公開講座ももちろんよい方法である．しかし
ながら，身近なバイオマス利用をめぐる問題の社会的
背景を考えると，いま現在問題に直面している人達を
対象にするだけでなく，教育関係者に対して，こうし
た問題への取り組みの必要性・重要性を訴えていく
ことが不可欠であろう．その意味において，リフレッ
シャー教育システムにより，学部学生・大学院生・現
職教員に炭焼き体験の機会を容易に提供し得る環境が
整ったことは，大きな成果である．
　ただし学生や院生の場合，実生活上でバイオマスの
処理に悩んだり課題を抱えたりしている者は，さほど
多くはないであろう．したがって，彼らは公開講座の
参加者が抱えているような問題意識をそもそも持ち合
わせず，結果的に炭焼きの現代的意義に対する理解も
浅いものに留まってしまう可能性がある．この点を克
服するには，単発的に炭焼き体験をさせるだけではな
く，里山利用とその時代的変遷，里山の現状とそこで
起きているさまざまな問題について，座学も併用しな
がら十分理解させるような授業設計が求められよう．
注
注 1）なるべく漢字を使わない方が利用者にとって親
しみやすいであろうと考え，教材園の名称には，
「炭焼き」ではなく「炭やき」という表記を採用した．
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